
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面に画像を表示する電話機であって、
　画面に表示された画像を利用者の第１の指示によって記憶し、当該画像とともにその画
像が表示された電話機の対応する動作状態であるモードを識別する識別子を記憶する記憶
手段と、
　現在画面に表示している画像の如何に拘らず、利用者の第２の指示によって、前記記憶
手段に記憶されている画像を画面に復帰させる復帰手段とを備え、
　前記復帰手段は、
　　利用者の第３の指示によって、復帰させた画像の識別子で識別されるモードに当該電
話機を遷移させる遷移部を有
　
ことを特徴とする電話機。
【請求項２】
　前記記憶手段は、スタック形式のメモリからなり、第１の指示がされる毎にスタックの
空領域に画像を記憶し、
　前記復帰手段は、
　画像を最新に記憶されたものから順次読み出す読出部と、
　前記読み出された画像を順次画面に表示する表示部とを有することを特徴とする請求項
１記載の電話機。
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【請求項３】
　前記復帰手段は、復帰後の画像と復帰前の画像とを利用者に視聴覚上区別できるように
することを特徴とする請求項２記載の電話機。
【請求項４】
　前記電話機は、更に、
　復帰前の電話機の動作モードがメール送信であり、画像添付が選択されているとき、第
２の指示によって表示された画像を利用者の選択指示によって、メールの添付画像として
処理するメール添付画像処理手段と、
　処理された画像をメール本文とともに送信する送信手段とを備えることを特徴とする請
求項２記載の電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示画面を備えた電話機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の電話機では、他のモードで表示していた画像を、或るモードで表示中の画像に換え
て表示するには、一旦、或るモードを終了させ、再度他のモードに戻して画像を表示しな
ければならない。
例えば、短縮ダイヤルへの登録モードで着信履歴の内容を参照したい場合や、通話中に着
信履歴を参照したい場合に、現在のモードを終了し、表示させたい着信履歴の画像へ遷移
する操作が必要である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような操作は煩雑な上慣れない者にとっては操作が困難であるという
問題がある。
また、情報ダイヤルやインターネットへ接続している場合に、別の画像を表示させた後に
、再び情報ダイヤル等に戻るときには、再度情報ダイヤル等に接続することが必要となり
、新たな課金が発生する。
【０００４】
また、現在表示中の画像をそのままメールの添付ファイルとして利用することも困難であ
る。
そこで、本発明は、上記課題に鑑み、現在表示中の画像に換えて、いつでも別の画像を呼
び出すことのできる操作性の優れた電話機を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　　本発明は、上記課題を解決するため、画面に画像を表示する電話機であって、画面に
表示された画像を利用者の第１の指示によって記憶し、当該画像とともにその画像が表示
された電話機の対応する動作状態であるモードを識別する識別子を記憶する記憶手段と、
現在画面に表示している画像の如何に拘らず、利用者の第２の指示によって、前記記憶手
段に記憶されている画像を画面に復帰させる復帰手段とを備え、前記復帰手段は、利用者
の第３の指示によって、復帰させた画像の識別子で識別されるモードに当該電話機を遷移
させる遷移部を有

こととしている。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る電話機の実施の形態を図面を参照して説明する。
（実施の形態１）
図１は、本発明に係る電話機の実施の形態１の構成図である。
この電話機は、例えば、携帯電話機であり、アンテナ１０１と、無線部１０２と、ベース
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バンド部１０３と、制御部１０４と、音声処理回路１０５と、スピーカー１０６と、マイ
ク１０７と、表示部１０８と、操作部１０９と、メモリ１１０とを備えている。
【０００７】
基地局からの下り信号は、アンテナ１０１で受信され、無線部１０２で中間周波数帯に変
換され、ベースバンド部１０３でπ／４シフトＱＰＳＫ変調波の復調がされ受信ベースバ
ンド信号が制御部１０４に送られる。
制御部１０４で、フレーム同期を確立し、多重分離、デスクランブル、デインターリーブ
および誤り訂正復号が行われ、音声処理回路１０５で元のアナログ音声信号を再生し、ス
ピーカー１０６から出力される。マイク１０７から入力された音声は、上り信号として、
音声処理回路１０５から制御部１０４、ベースバンド部１０３、無線部１０２、アンテナ
１０１を介して基地局に送信される。なお、通信機能としての構成は、本実施の形態の主
要部とならないので以上の説明に留める。
【０００８】
表示部１０８は、液晶画面からなり、電話機の動作状態であるモードに応じた画像や、利
用者からのメニュー選択に従う画像を制御部１０４の制御によって表示する。
図２は、電話機の外観を示し、利用者によって、短縮ダイヤル登録モードが選択されたと
きの画面に表示された画像を示している。
【０００９】
操作部１０９は、電話機の前面に配置された数字や文字入力のためのテンキー部２０１、
「Ｆ」キー２０２、電源キー２０３、カーソルキー２０４等と画面２０５内に画像２０６
とともに表示された「ＲＥＣＡＬＬ」ボタン２０７、「ＳＡＶＥ」ボタン２０８等のソフ
トキーとで実現される。
テンキー部２０１等のキーは直接利用者の指で、ソフトキーは、利用者のカーソルキー２
０４操作で選択決定される。
【００１０】
操作部１０９は、利用者のキー操作に従う指示内容を制御部１０４に通知する。
図２に示す画面２０５の画像２０６は、メニュー項目の短縮ダイヤル登録モードの選択に
より表示されたものである。画像２０６には、短縮番号「００７」に登録する「名前」と
「番号」とを入力するフィールド２０９、２１０とが設けられている。
【００１１】
「ＲＥＣＡＬＬ」ボタン２０７は、既に表示された画像がメモリ１１０内のスタック形式
のメモリに記憶されているとき、その画像を呼び出し、画像２０６に換えて表示させたい
とき操作されるものであり、「ＳＡＶＥ」ボタン２０８は、表示中の画像２０６をそのま
まスタック形式のメモリに記憶させたいとき操作される。
【００１２】
メモリ１１０は、図３に示すように、ＲＡＭ等からなるメモリ３０１と、スタック形式の
メモリ３０２とからなる。メモリ３０１は、画面２０５に現在選択されたモードで表示さ
れている画像２０６を記憶している。スタック形式のメモリ３０２は、「ＳＡＶＥ」ボタ
ン２０７が操作されたとき、表示されている画像をそのまま順番に記憶している。メモリ
３０２には、例えば、着信履歴の画像３０３、インターネットで取得した三洋レストラン
の地図を示す画像３０４等が順次記憶されている。
【００１３】
制御部１０４は、上述した通信系の音声信号等の処理制御の他に、表示部１０８の画面２
０５の表示制御をする。
制御部１０４は、操作部１０９から短縮ダイヤル登録モードの選択指示を通知されると、
画面２０５に短縮ダイヤル登録のための画像２０６を表示する（図２）。この際、スタッ
ク形式のメモリ３０２に画像が記憶されているときには、「ＲＥＣＡＬＬ」ボタン２０７
を表示し、また、画像２０６をスタック形式のメモリ３０２に書き込む「ＳＡＶＥ」ボタ
ン２０８を表示する。
【００１４】
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今、利用者は、短縮ダイヤルを登録するために画面２０５に画像２０６を表示させている
とき、着信履歴を画面２０５に表示させたいときには、「ＲＥＣＡＬＬ］ボタン２０７を
カーソナルキー２０４を操作して選択決定する。
制御部１０４は、操作部１０９から「ＲＥＣＡＬＬ」指示を受けると、スタック形式のメ
モリ３０２に最新に記憶されている画像を読み出し、現在、画面２０５に表示させている
画像２０６に換えて、図４に示すように、画像３０４を表示する。
【００１５】
更に、操作部１０９から「次」指示を受けると、メモリ３０２に最新に記憶された画像３
０４の一つ前に記憶された画像３０３を読み出して、画像３０４に換えて図５に示すよう
に表示する。
これによって、利用者の所望する着信履歴の画像３０３が短縮ダイヤル登録モードを終了
することなく表示される。
【００１６】
なお、制御部１０４は、図４、図５に示したように画面２０５に画像３０４、３０５とと
もにソフトボタンを表示する。「ＯＫ」ボタン４０１は、元のモードに復帰するときに操
作される。「次」ボタン４０２は、メモリ３０２に記憶されている更に前に記憶された画
像を読み出すときに操作される。「遷移」ボタン４０３は、現在表示されている画面に対
応するモードに遷移するときに操作される。
【００１７】
利用者は、目的の着信履歴の画像３０３を参照できたときは、「ＯＫ」ボタン４０３を選
択操作する。これによって画面２０５は、画像２０６の表示に戻る。即ち、制御部１０４
は、「次」指示を受けると、メモリ３０２に記憶されている表示中の画像より一つ前に記
憶された画像を読み出し、画面２０５に表示する。この際、ソフトボタン４０１、４０２
、４０３も表示する。制御部１０４は、「ＯＫ」指示を受けると、メモリ３０１に記憶さ
れいている現在のモードの画像を読み出し、画面に表示する。
【００１８】
なお、メモリ３０２に記憶されいている画像を順次表示する際、操作部１０９からの「次
」指示を受けて変換したけれども、制御部１０４の有するタイマーで、例えば１０秒毎に
前に記憶した画面に順次変換していくようにしてもよい。
次に、本実施の形態の動作を図６、図７に示すフローチャートを用いて説明する。
【００１９】
制御部１０４は、操作部１０９から「ＳＡＶＥ」指示が有るのを待って（Ｓ６０２）、画
面２０５に表示中の画像をスタック形式のメモリ３０２に記憶させる（Ｓ６０４）。
このようにして、利用者が再度参照したいと思う画像をそのままメモリ３０２に記憶させ
ておくことができる。例えば、インターネットのサイトから画像を取得して、後でその画
像をいつでも参照することができる。
【００２０】
制御部１０４は、操作部１０９から「ＲＥＣＡＬＬ」指示の有るのを待って（Ｓ７０２）
、スタック形式のメモリ３０２から最新に記憶させた画像を読み出す（Ｓ７０４）。次に
、制御部１０４は、読み出した画像を現在表示中の画像に換えて画面２０５に表示する（
Ｓ７０６）。
制御部１０４は、操作部１０９から「次」指示があるか否かを判断し（Ｓ７０８）、あれ
ばＳ７０４に戻り、なければ「ＯＫ」指示があるか否かを判断する（Ｓ７１０）。なけれ
ばＳ７０８に戻り、あれば、元のモードの画像の画面に戻し（Ｓ７１２）、処理を終了す
る。
【００２１】
なお、本実施の形態では、制御部１０４は、画像をメモリ３０２に記憶させる際、そのま
ま記憶させたけれども、画像が表示されているモードの識別子を画像とともに記憶させる
ようにしてもよい。このようにすることによって、操作部１０９から「遷移」指示があれ
ば、画面２０５に表示している画像のモードを識別子により判断し、そのモードに遷移す
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ることができる。
【００２２】
また、本実施の形態では、メモリ３０２に記憶されている画像をそのまま画面に表示した
けれども、メモリ３０２に記憶させた最新のものからスタック番号を与えて、画像の一部
にそのスタック番号を付して表示するようにしてもよい。
また、メモリ３０２に記憶できる画像を例えば、「１０」とし「１０」を越える画像の「
ＳＡＶＥ」指示があったときには、古い順に削除するようにしてもよい。
（実施の形態２）
次に、本発明の係る電話機の実施の形態２について説明する。なお、この電話機は、上記
実施の形態１の図１に示した構成図の構成と制御部１０４の機能が少し異なるだけである
ので、本実施の形態固有の部分についてのみ説明する。
【００２３】
制御部１０４は、メール送信モードで操作部１０９から「送信」指示を受け、「画像添付
」の指示を受けた後、「ＲＥＣＡＬＬ」指示によって、メモリ３０２に記憶されている画
像を画面２０５に表示しているとき、「ＯＫ」指示を受けると、画面２０５に表示した画
像をメールの添付可能なデータに変換し、添付画像として宛先にアンテナ１０１等を介し
て送信する。
【００２４】
利用者が、新規メール作成モードで図８に示すメール本文を作成する。メール本文を示す
画像８０１を作成した後、宛先や題名の入力をした後、送信を選択操作する。図９は、メ
ール送信モードでの画像９０１を示している。この際、利用者は画像添付９０２を選択し
た後、「ＲＥＣＡＬＬ」ボタンを選択操作すると、スタック形式のメモリ３０２に記憶さ
れている画像が表示される。利用者がメールに添付したい画像３０４を表示させ、「ＯＫ
」ボタン４０１を選択決定すると、画像３０４がメール本文とともに送信される（図４参
照）。
【００２５】
次に、本実施の形態の動作を図１０のフローチャートを用いて説明する。なお、画像の記
憶動作は、上記実施の形態１と同様であり、また、Ｓ７０２からＳ７１０までは上記実施
の形態１と同様である。ただし、「ＲＥＣＡＬＬ」指示を受けるＳ７０２での電話機の動
作モードがメール送信モードで「画像添付」が選択操作されている。
【００２６】
Ｓ７１０で「ＯＫ」指示を受けると、制御部１０４は、画面２０５に表示した画像が添付
画像のファイルとして添付可能なデータに変換する（Ｓ１００２）。変換した画像データ
を添付画像としてメールの宛先に送信する（Ｓ１００４）。なお、上記実施の形態１、２
では、メモリ３０２に記憶され、呼び出した画像と元のモードでの表示の画像とを区別し
ていなかったけれども、制御部１０４は、図１１に示すように、呼び出した画像に枠１１
０１を付けて、元のモードの画像と区別するようにしてもよい。また、制御部１０４は、
枠１１０１を付ける替りに、ＬＥＤを点灯してもよいし、また、音を出すようしてもよい
。
【００２７】
【発明の効果】
　　以上説明したように、本発明は、画面に画像を表示する電話機であって、画面に表示
された画像を利用者の第１の指示によって記憶し、当該画像とともにその画像が表示され
た電話機の対応する動作状態であるモードを識別する識別子を記憶する記憶手段と、現在
画面に表示している画像の如何に拘らず、利用者の第２の指示によって、前記記憶手段に
記憶されている画像を画面に復帰させる復帰手段とを備え、前記復帰手段は、利用者の第
３の指示によって、復帰させた画像の識別子で識別されるモードに当該電話機を遷移させ
る遷移部を有

こととしている。このような構成によって、利用者は記憶手段に記憶させ
た画像をいつでも呼び出して参照することができ、更に現在の動作モードから記憶手段に
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記憶され、表示された画像の動作モードに容易に復帰できるので、操作性の向上した電話
機となる。
【００２８】
また、前記記憶手段は、スタック形式のメモリからなり、第１の指示がされる毎にスタッ
クの空領域に画像を記憶し、前記復帰手段は、画像を最新に記憶されたものから順次読み
出す読出部と、前記読み出された画像を順次画面に表示する表示部とを有することとして
いる。このような構成によって、記憶手段に記憶させた画像を必要に応じて順次参照する
ことができる。
【００２９】
また、前記復帰手段は、復帰後の画像と復帰前の画像とを利用者に視聴覚上区別できるよ
うにすることとしている。このような構成によって、現在画面に表示していた画像か参照
画像かを利用者は容易に区別することができる。
また、前記電話機は、更に、復帰前の電話機の動作モードがメール送信であり、画像添付
が選択されているとき、第２の指示によって表示された画像を利用者の選択指示によって
、メールの添付画像として処理するメール添付画像処理手段と、処理された画像をメール
本文とともに送信する送信手段とを備えることとしている。このような構成によって、メ
ール送信モードで、新規に作成した文書とともに、予め記憶手段に記憶させていた画像を
添付画像として容易に送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の係る電話機の実施の形態１の構成図である。
【図２】上記実施の形態の電話機の外観と画面の一例を示す図である。
【図３】上記実施の形態のメモリにおけるスタック形式のメモリの記憶内容を説明する図
である。
【図４】上記実施の形態の画面に表示される画像の一例を示す図である。
【図５】上記実施の形態の画面に表示される画像の一例を示す図である。
【図６】上記実施の形態の動作を説明するフローチャートである。
【図７】上記実施の形態の動作を説明するフローチャートである。
【図８】本発明の係る電話機の実施の形態２で新規メール作成モードで画面に表示された
入力画像の一例を示す図である。
【図９】上記実施の形態のメール送信モードで送信が選択操作されたときの画像を示す図
である。
【図１０】上記実施の形態の動作を説明するフローチャートである。
【図１１】上記実施の形態のスタック形式のメモリに記憶された画像の表示の他の例を示
す図である。
【符号の説明】
１０１　アンテナ
１０２　無線部
１０３　ベースバンド部
１０４　制御部
１０５　音声処理回路
１０６　スピーカ
１０７　マイク
１０８　表示部
１０９　操作部
１１０　メモリ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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